平成29年度　静岡県作業療法士会　第2回理事会議事録（平成29年6月17日）
出席者：秋山，岩井，林，大庭，岡庭，齊藤，勝又，村岡，伊井，岡本，稲葉，大石（理事12名）
遠藤，小笠原（監事2名）
小笠原，加納，金子，伊海，松本，大川（部長，委員長6名）
小坂，成田，高岡，岩科，武内（書記）
　　　　議長：岩井事務局長
場　所：静岡県作業療法士会事務局（静岡市）　12:55～17:50
※【平成29年度　第2回理事会資料】＜別紙資料＞に順じて進行
【報告・審議事項】

１．事務局会議，3役会での報告事項（岩井事務長）

１）新組織体制

　　　会長：秋山理事，専務理事：岩井理事，常務理事：大庭理事　…　承認
　　　奇数月に事務局会議を開催し事務局体制を整備していく．（7月15日開催予定）
２）財務関連
　　　会計規定について小林前財務理事より提出．各部の共通認識を持つ．
　　　出納帳は事務局に移管できる部局は随時検討していく．
　　　収支予算：社員総会の承認ではなく，報告で良いのでは（県担当者には確認済み）（勝又）
⇒　一部変更にて承認
２．静岡県士会学会 
１）第30回　報告（斎藤理事）

　　・今後5役会議にて振り返りを取りまとめる
　　・県外参加者も多かった．決算は確定ではないが±０となりそう．
　２）第31回　進捗（大石理事）

　　・期日：平成30年6月16・17日にグランシップを予定
　　・学会プログラム（公開講座，基調講演，教育講座，トピックスセッション，一般演題（ポスター発表に焦点）随時検討中
　　・運営（パブリックビュー（ママさんなど対象），福祉機器）についても随時検討中
　　・実行委員の参加費割引など予算算出し検討していく．
　　・赤字（40万円）スタートでなく補正を組みながら行ってはどうか．
　　　不参加会員の学会誌費用は参加者会員から出ている　⇒　県士会からの支出としてはどうか．
３．第１回47都道府県委員会報告（秋山会長）

　・協会主導のプロジェクトの報告や協力依頼で話し合う機会も多い．
　・福祉用具対策委員会：神川県，福岡県でモデル事業を実施．（物だけでなく動作の工夫も含める）
　　　　　　　　　　　　→　今後静岡県でも実施（秋山，林，岡本窓口）
　・排尿自立指導料：OTの職名が載った．
　・自動車運転は特設委員会で取り上げていた．免許センターにOT配属を目指すことも検討．
　　建木理事が協会の会議に出席予定．国のニーズ（認知症に対する）と県内の方向性を検討
　・パイロット事業（B5サイズのかるた作成）
　　50周年事業にて静岡県で作成したかるたについて，各士会事務局に送る．それ以外の使用用途についても検討していく．
　・組織強化：組織率低下．各養成校の教諭の指導方法により入会率に変化がある．
　　　　　　　協会・県士会入会費の一括手続きを検討
　・次世代育成研修：47委員会オブザーバーの参加
４．静岡県リハビリテーション専門職団体協議会（秋山会長）
　・7月1日（土）役員定例会開催予定

５．静岡県作業療法士連盟設立の進捗（小笠原氏）
　・120名の会員が入会
　・自民党県連と話し合いを開催．今後重ねていく．（次回7/20開催予定）
　・要望書を作成中．要望書作成の準備会議にて認知症について取り上げるよう打診．
　　免許センターへのOT配置も入れたいがどうか．
⇒責任の所在や医師の下という立ち位置など配慮すべき点がある（大川）常勤というより自動車運転への評価等に関われる程度の文言が良い．まずは公安委員会と評価を共有し（東部・中部・西部共通）組織体の構築をしていくが先決．
６．他団体からの依頼，委員の推薦等の確認（事務局）

　・委員推薦：事務局資料の推薦について⇒全て承認
７．その他
・休会制度に関して問い合わせあり（大石理事）
　⇒　休会制度に準じた協会の対応だった．問い合わせに対して共通認識を持つ．
　・役員バッジ作成：役員・理事だけではなく会員バッジとして作成し購入する．
【各部報告】

１．渉外部（秋山会長）：活動報告・予定について報告
２．制度対策部（大川部長）
　・30年の同時改定に向けて，活動・参加へ焦点を当てた介入がより重要視されてくる．
３．調査部（大庭理事）
　・公開講座アンケートの報告
４．学術部（三井副会長）：紙面報告

５．教育部（村岡理事）
　・現職者研修会の開催について報告
・MTDLP（全国推進会議報告）
通所リハの生活行為の加算取得施設は300件と少ない．書き方研修会の開催について検討．
・県士会印管理者名簿（次回理事会にて購入個数を検討）
・受講証明書の書式を統一してほしい（岩井）　⇒　教育部でフォーマット作成
６．事業部（建木理事）：紙面報告
７．地域活動推進部（林理事）
　・部員名簿の作成
　・人材バンクの整備：地域包括ケア，介護予防，認知症の3チームを作る
　　　　　　　　　　　それぞれ実践者・育成者・候補生を圏域単位で設置
　・行政や地域からの依頼に対する対応と情報共有についての情報の流れを作成
　・人材育成戦略：2回（7/9，11/26）の研修会をあざれあ（中部）にて開催予定
・ワーキンググループ（WG）
精神障害WG，認知症OTWG，特別支援教育WG，ﾓﾋﾞﾘﾃｨｰ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄWGを立ち上げた．それぞれWGで研修会や取り組みをしながら意見を出していく．
　・本来は圏域や市町単位の会員が行政や他団体からの依頼に対応できることが大切．そのために提供するサービスのシステム作り（OT出前メニューリスト作成）が必要（加納）．
　・地域包括ケアについては3士会合同でもあるため足並みを揃えて進めるべき．WGが立ち上がっているため専門性を明確にして連動していくと良い．段階的に進めてほしい（秋山）
　・学術的な見地も色濃いため，学術部とタイアップも検討（岩井）
　・完成形と現状の把握．
　・どんなことが出来るということも大切だが分野関係なく何を求められているかを会員に問いたい．
８．地区活動報告
　１）東部（大庭理事）
　　・6/25新人歓迎会
　　・4/30伊豆こどもdeマルシェ

　　・10月神奈川県のユニバーサルに関するものを視察予定
　２）中部（大石理事）
　　・タウンミーティング・新人歓迎会を開催
　３）西部（稲葉理事）
　　・7/21新人歓迎会開催

８．広報部（大石理事）
　・会報誌，広報誌についての報告

　・作業療法カルタの活用：地域活動推進部や事業部にて使用したり，各都道府県士会へ発送予定
　・ホームページ：業者と交渉を重ねてコストに見合った方法を検討．
　　※県士会連絡網について西部地区のメール網に倣いHPに掲載されたら県士会事務局から一斉送信する仕組みを検討したい．HPとは切り離して進めていく予定（岩井）
９．福利部（齊藤理事）
　・第30回県学会への参画について
　・第6回静岡リーダー育成研修会：期日平成29年11月11・12日（かんぽの宿 焼津）
板倉氏（静リハHP）
10．静岡県リハビリテーション専門職団体協議会
　１）地域包括ケアシステム・介護予防関連
　２）災害対策委員会（村岡理事）
　　・静岡JRAT・3団体協議会合同会議の報告
　　・県士会の災害対策の取り組み，平時／緊急時の連絡システムについて報告
　　　⇒　47委員会にて報告（7/1，2）
　　　県士会の災害対策本部など組織についても検討が必要．
　３）訪問リハビリテーション連絡委員会
11．事務局（岩井理事）
１）財務部（小笠原：意見）
　・半期の執行率などが出ないか．
　・有給休暇による報酬がある県士会業務について，報酬を施設に入れる施設も出てくる．
　　現状行政や団体からの派遣依頼は，推薦した会員が先方とやり取りしている（県士会は推薦のみ）
２）庶務，その他：

　①儀礼交際費規程：協会用の物を資料提出．今後県士会版を作成．
　②委嘱状：2月中に推薦，3月中に依頼書送付，4月上旬に委嘱状発送
　　　　　　（今年度は6月3日～次回選挙まで）
　③Dropbox：今年度からは一時保管場所として運用していく．
　　　　　　　7／3（月）全消去する．（HDDに6/16分までは保存済み）
　④物品購入：裁断機、ラミネート（A3対応）など
　⑤総会について：定数を4月30日現在会員数とし議案集は5月中旬に発送．
　⑥補正予算案：承認
３）法人化推進委員会（勝又理事）
　　・5月24日説明会に出席
　　・法人登記の変更手続き完了
　　【今後】
　　・県への変更届
　　・定期提出書類の作成と提出

４）表彰委員会（小坂委員）

　　・平成29年度県士会表彰（功労表彰）：内藤由美子氏，山本晃弘氏，西川達也氏
　　・県士会表彰　成績優秀学生への検討：承認（勘定科目は福利厚生費）
12．その他：

　県士会総会の振り返り：第4号議案以外は承認．総数の2／3以上の票数が得られず報告のみ．
　　　　　　　　　　　　準備不足を次年度に生かす．委任状の回収について今後も改善が必要．
【次回】

第３回理事会（候補日）：8月19日
　※納涼会開催予定

平成29年度理事会開催予定日および開催日
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